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研究成果の概要（和文）：　脳性まひ児の知覚水準の困難の主要因として易部分反応性を仮定して階層的複合刺
激（global-local図形）を用いて実験的に検討した結果，刺激のサイズ（視角），偏心度，solidity，提示時
間，刺激系列（注意配分への影響）による条件依存的な易部分反応性が示唆された。とりわけglobal優位とされ
るサイズでは認められないが，local優位なサイズでは易部分反応性が認められた。こうした知覚水準を前提
に，視覚運動協調および構成行為水準の困難が想定されるが，これらの関係性について，特別支援学校の児童生
徒を対象にした調査により，仮説的に構造化したモデルとして簡易評価表のかたちで示すことができた。

研究成果の概要（英文）：We studied visual difficulties in children with cerebral palsy. It was 
suggested that children with cerebral palsy had the sensitivity to local components of stimuli in 
hierarchical processing and it was dependent on size (visual angle), eccentricity, solidity, 
duration, and series of the stimuli. Particularly, the sensitivity to local components of stimuli 
was not showed under the global preferential size condition but under the local preferential size 
condition. Based on this perceptual process, difficulties of visual-motor and / or constructional 
performance will be showed. Having surveys with children in special needs education schools, we 
showed structured models of difficulties of visual perception, visual-motor performance, and / or 
constructional performance in the form of simple assessment sheets.

研究分野：特別支援教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
脳性まひ児は，漢字の偏と旁がばらばらで
ある，多くの行がある文章を読むと，行をと
ばしたり，同じ行を 2度読んだりする（小枝, 
1993）といった視覚に関わる機能（以下，視
覚系機能）に臨床的困難を示すことはよく知
られている。こうした脳性まひ児の視覚系機
能障害は，古くて新しい問題である。ひとつ
には，低出生体重児による脳性まひ児の増加
とともに近年とみに研究されてきており，そ
の原因として図と地の知覚の困難，斜視等の
眼科的疾患，経験不足等が挙げられているが，
これらがどのように臨床的現象と関連する
のか，その実態は実は不明なままであること
がある。いまひとつには，低出生体重に伴う
脳性まひ児は比較的軽度の場合も少なくな
く通常の学校に在籍する児童生徒も増えて
いるからである。われわれも学校教育現場に
おいて先生たちから同様の指摘やそれに基
づく教育相談を受けることが多く，その障害
とはどのようなものかを明らかにするニー
ズの高さを感じていた。 
 
２．研究の目的 
 先行研究においても，どの水準にどのよう
な困難があるのかは解明されているとはい
えない。そこで本研究は，先行研究の仮説設
定上，方法論上の問題点を踏まえつつ，特に
視知覚および視覚運動統合の水準という従
来の視点に加え，注意配分という臨床的に観
察される特性を踏まえ，全体―部分反応性と
いう情報処理特性から脳性まひ児の視覚系
機能障害の本態を明らかにすることを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 全体―部分反応性に関する実験 
 円，三角，四角の図形を用いた階層的複合
刺激（global-local図形～以下，globalはG，
local は L で示す）をモニタに表示し，見え
た図形を対象者にカード選択してもらうよ
うにした（一部，描画による回答を含む）。 
 刺激の属性による影響を検討するため，以
下の各属性条件とその組み合わせを設定し
た（図 1）。①サイズ：G 図形の視角が 5 度

と 41.7 度の図形。G-L 比を含む（41.7 度に
つき L 図形の視角が 5 度と 0.4 度）。②偏心
度：中心から一定の距離に G 図形の輪郭を形
成するように L 図形が配置される図形（偏心
度一定）とその中にも L図形が配置される図
形（偏心度不定）。③提示時間：1000msec. と
20msec.。④Solidity：L 図形が塗りつぶされ
たているか否か。⑤注意配分：各条件の刺激
図形をランダムな刺激系列として提示。 
 
(2) 実際の学習場面における困難の調査 
 先行研究等の文献においてこれまでに記
された視覚に関わる困難の具体的記述を収
集し，これを各教科に当てはめて整理した。
得られた視覚に関わる困難の具体的記述を
もとにしてアンケートを作成した。これを九
州の肢体不自由を対象とする特別支援学校
に送付した。痙直型脳性まひ児が各教科にお
いて当該の視覚に関わる困難を示すか否か
を含め，それ以外に日常学習場面で認められ
る視覚に関わる困難がないか，あるとしたら
どのような困難かを調査した。さらに，そこ
から得られた項目を基に，視知覚，視覚運動
協調，構成行為の各処理水準，さらには平面，
奥行きや立体といった各処理水準における
処理対象の類似によって統合，整理して調査
項目を作成した。これを全国の比較的に在籍
児童生徒数の多い肢体不自由を対象とする
特別支援学校に送付した。各項目の該当状況
から視知覚，視覚運動協調，構成行為の各処
理水準のいずれに困難があるのかを分析し
た。これらの実際の選択状況に基づいて各水
準間の関係を構造化し，視覚に関わる困難の
成立構造を明らかにして，簡易評価票を作成
した。 
 
４．研究成果 
(1) 全体―部分反応性に関する実験 
① 痙直型脳性まひ事例を対象に，刺激の偏
心度，サイズ，提示時間について条件を設定
し検討した。条件に依存的な量的偏りとして
の易部分反応性が認められた。具体的には，
1000msec.では G 図形が視角 5 度の場合に対
して 41.7 度の場合に L優位を示した。また，
各条件内では，偏心度一定よりも不定の場合
において，より L優位を示した。この要因の
影響は誤答の内容からも整合的に認めるこ
とができた。しかし，刺激提示時間を 20msec.
にすると偏心度不定条件ではあまり変わら
なかったが，一定の条件では視角 5度で著明
に正答数が低下し，41.7 度で逆に上昇した。
階層的複合刺激の処理モデル（二瀬・行場, 
1997）から，脳性まひ児の条件依存的な量的
偏りとしての易部分反応性は，主に処理過程
における注意配分の偏りによるものと考え
られた。 
② ①と同じ事例を対象に，G-L 比を含む刺
激のサイズ，G 水準における偏心度および L
水準における Solidity の要因について検
討した。提示時間は 1000msec.とした。上記

視角 G5・L0.6
／偏心度一定 

視角 G5・L0.6
／偏心度不定 

視角 G41.7・L0.4／偏心
度一定／L塗りつぶし 

図 1 刺激図形の例 



①に相当する図形属性の条件（偏心度，サイ
ズ）の影響は，上記①の結果と一致しなかっ
た。また，全体的に正答数が①よりも高かっ
た。継続して視覚系機能に関する指導を行っ
ているため，特に偏心度不定の条件における
G 水準の処理能力の改善によるものと考えら
れた。一方，G-L 比の影響をみると，全体的
に，比が高い条件で正答数が少なく，処理負
荷が高かったと思われた。solidity の影響
をみると，全体的に塗りつぶされた場合に正
答数が多く，solidity によって知覚されや
すくなることが示された。 
③ サイズ，G の偏心度（L 図形の配置の偏
心度）とそれらとの注意配分の関係について，
同じ事例を対象に検討した。提示時間は
1000msec.とした。サイズと偏心度は①（②
の一部）と同じとした。これをランダムな刺
激系列として提示することで，前後の刺激の
配置によって生ずる影響の内容から注意配
分の影響をみた。具体例として，視角 41.7
度の図形に後続する 5度の図形（41.7 度の図
形の L図形のサイズは 5度なので後続する図
形のG処理が促進される可能性がある），41.7
度の図形に後続する5度の図形でかつ先行図
形の L 図形と後続図形の G 図形が同じ図形
（視角5度の刺激のG 図形の処理が先行する
41.7 度 の L 図形とサイズ，形が同じために
「著明に」促進される可能性がある）などの
場合が考えられる。これまでから期待される
ような条件の影響は明らかには認められず，
全体的に誤り自体が少なかった。並行してき
た指導によって視知覚能力が改善してきた
ことも否定できないが，一方で条件の異なる
刺激をランダム提示したことにより，却って
注意配分が条件依存的に偏りにくかった可
能性が考えられた。 
④ ①～③をふまえて 19 例の脳性まひ児を
対象に，①（②の一部，③）と同じサイズ，
刺激提示時間 1000msec.の条件で，サイズの
要因の影響を検証した。特に先行研究を踏ま
え，まず描画による再生を要求し，その後に
カード選択をしてもらった。5度の図形では，
描画とカード選択から判断した図形の知覚
数についてG，L水準に有意な差はなかった。
これに対して 41.7 度の図形では G 水準で有
意に少なかった。階層処理におけるレベルの
優位性という条件に依存的な易部分反応性
が認められた。視覚運動・構成行為について，
G-L 図形は同じ視角の単純図形の描画得点と
比べて有意に低いことから，より構成能力を
求められるといえた。視知覚と視覚運動・構
成行為の困難は，その原因として部分と全体
という階層処理の問題を共有していること
が示唆された。 
 
(2) 実際の学習場面における困難の調査 
① そもそも脳性まひ児が学習場面の実際
において具体的にどのような困難を示すの
かは系統的に明らかにされていないため，先
行研究等（医療，教育領域）の文献において

これまでに記された視覚に関わる困難の具
体的記述を収集し，これを各教科に当てはめ
て整理して国語 19， 算数・数学 23，社会 12，
図工・美術 5，家庭科 1，体育 2，教科共通・
その他 34 の困難例を得た。これをもとにし
てアンケートを作成し，九州の肢体不自由を
対象とする特別支援学校に送付した（回収率
71.4％，156 人の児童生徒について回答を得
た）。これによって，アンケート項目に無い
視覚に関わる困難の具体例として，国語 16，
算数・数学 9，社会 2，理科 4，図工・美術 6，
音楽 2，体育 2，家庭 1，技術 1，その他（他
の教科・生活全般等）7 を得ることができた。 
② ①で得た実際の学習場面における視覚
に関わる困難について，視知覚，視覚運動協
調，構成行為の各処理水準，さらには平面，
奥行きや立体といった各処理水準における
処理対象の類似によって統合，整理し，調査
項目を作成した。これを全国の肢体不自由を
対象とする特別支援学校のうち比較的に在
籍児童生徒数の多い学校に送付した（38.9%
の回答率。103 人について有効回答を得た）。
各項目の該当状況から視知覚，視覚運動協調，
構成行為の各処理水準のいずれに困難があ
るのかを分析した。これらの実際の選択状況
に基づいて各水準間の関係を構造化し，視覚
に関わる困難の成立構造を明らかにして，簡
易評価票を作成した。 
 
(3) 成果と今後の課題 
本研究は，脳性まひ児が示すと指摘されて
きた視覚に関わる困難に関して，知覚水準に
おける困難の主要な原因のひとつとして全
体－部分の処理の問題，すなわち部分に反応
しやすい（易部分反応性）を仮定してこれを
実験的に明らかにすることを目的とした。そ
のための検討要因，すなわち変数とそれら変
数間の関係性の具体的仮説について，事例を
対象とした予備的研究によって示したこと
は，今後，研究者間で課題を共有し，さらに
検討を進めて脳性まひ児の困難を明らかに
していく上で主要な成果といえると思われ
る。特にそのうちの視対象のサイズ（視角）
の影響については global 優位な条件のサイ
ズでは易部分反応性は認められないが local
優位な条件のサイズになると易部分反応性
を示す，すなわち条件依存的な易部分反応性
について，19例を対象に実証することができ
た。今後は，まだ検証できていない変数の影
響について検討を進める必要がある。 
上記のような知覚水準を前提に，視覚運動
協調水準および構成行為水準の困難が想定
されるが，これらの関係性について，アンケ
ート調査によって仮説的に構造化したモデ
ルを簡易評価表のかたちで示すことができ
た。これをもとに事例を評価していくことで，
より信頼性，妥当性のあるモデルを構築して
いくことが今後の課題である。 
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